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京都家庭裁判所委員会（第４５回）議事概要 

１ 日時 

  令和８年６月１７日（水）午後３時から午後４時３０分まで 

２ 場所 

  京都家庭裁判所大会議室 

３ 出席者 

（委員） 

  足立誠、梅谷聡子、大島雅弘、河島孝彦、川戸周平、渋谷哲也、相馬直子、

中村昭子、野村大輔、野澤健、花輪一義、山本徹（五十音順、敬称略） 

（事務担当者等） 

  永野公規、中村千世、小西圭、寺峰功、小松央典、高島聡子、阿部和臣、 

大木和美、井上英樹、川本雄大、進藤寛、柳井千佳、松田栄司、田中千佳 

４ テーマ 

  京都家庭裁判所における家庭裁判所調査官補の採用広報活動について 

５ 議事概要 

 (1) 開会 

 (2) 新任委員の紹介等 

 (3) 裁判所からの説明 

 裁判所から、先ず前回の家庭裁判所委員会のテーマ「若手職員の活躍に

向けた方策について」に関して、前回の家庭裁判所委員会後の取組につい

て説明した。 

 次に今回のテーマについて説明し、意見交換事項として「１ 申込者を

増加させるためには、どのような採用広報活動が有効か」及び「２ 家裁
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調査官の認知度（知名度）を上げるためには、どうすればよいか」を提示

した。 

 (4) 議事・意見交換（◎は委員長、○は委員、●は説明者） 

  ○  先ほどの説明で採用試験の受験申込者数が減少傾向にあるとのことだ

が、裁判所として、この減少傾向の背景をどのように分析しているかを

聞かせていただきたい。 

  ●  厳密な分析はできていないというのが実情である。ただし、この受験

申込者数の減少傾向は裁判所の職員に限らず公務員全体にいえること

で、具体的には家裁調査官とよく併願される国家公務員や地方公務員の

心理職、教育職の受験申込者数の傾向は同じような右肩下がりの状況で

あり、その中で家裁調査官は比較的頑張っている部類に入るかと分析し

ている。ここ２０年ぐらいは、いわゆる就職氷河期を超えたあたりから

民間の人気が上がってきており、それに呼応するように公務員人気が下

がってきている状況や、そもそも日本の社会全体で人口減少が進んでき

ていることもあると考えている。今、なぜ家裁調査官の受験申込者数が

減少し、また、その減少が他に比して少ないのかという点について、あ

まり厳密な検討、分析はできていない。 

  ○  マスコミの受験者数も同じように右肩下がりで、弊社でも年々受験者

数が減っているのが実情である。弊社の場合、とにかく新聞記者の仕事

を知ってもらわなければならないということで、昨年から高校を対象に

した出張授業を実施している。家庭裁判所でも大学への出張講義をして

いるということだが、更に進んで高校、中学と早い段階で仕事を知って

もらうことはひとつの方策だと思っている。 

    ケースは違うかもしれないが、民間ではどうしても内定辞退者がある

程度出てしまうので、内定者を何回でも会社に呼び、記者に会わせて繋
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ぐことで、辞退を食い止めることもやり始めている。 

    裁判所では、採用辞退者の状況はどうなのか。 

  ●  裁判所でも辞退者は出ており、裁判所に来てもらう、又はウェブ会議

で職員と繋ぐことをしている。 

  ○  弊社の場合、こどもを対象にしたスタジオの見学会を開いたり、アナ

ウンサーが高校でアナウンス講座をしたりするなどの活動を行ってお

り、少なからずではあるが採用試験の時に、こどもの頃にスタジオに行

ったとか、アナウンサーと触れ合ったことがきっかけで面接だけでも受

けようと思ったという声を聞く。職業をより身近に感じてもらうという

こととその職業を知ってもらうということは、やはりもっと早期の段階

から働きかけをしていく取組が大切なのではないか。私が今、家裁委員

になっていることもあるが、メディアもうまく活用していただきたい。

例えば、他の官公庁でもこどもを対象にした見学会やイベントが行わ

れ、そのような取材を通じて広報することも考えていただければと思

う。私自身、長年報道をやっているが家庭裁判所を取材した経験がない

ので、そういった形でも門戸を開いてはどうかと思っている。 

  ○  検察庁でも優秀な人材を確保するというのはなかなか難しい課題にな

ってきている。我々は中学生あるいは高校生を対象にした業務説明の機

会をなるべく設けていこうと考えている。ただ、そのような企画に参加

する人たちは、元々我々に興味を持ってくれている人が多いし、１回で

対象にできる人数が限られる。ＳＮＳなどのインターネットを利用した

広報についても、興味を持つ人しか見てくれないという課題がある。よ

り広く届けるためには、今の御発言にあったように、マスコミに取り上

げてもらうということを少し考えている。そういう広報活動をするに当

たっては、テレビ局や新聞社の記者に「今度こういう所でこういう広報



4 
 

活動をするのでぜひ取材してください。」と広報の広報をしている。特に

地方のニュースで、どこの幼稚園でこのような催しをやっていますとい

うような形で広報活動を取り上げてもらうように、その日に報道しても

らうことにこだわらないのでぜひ取材に来てほしいと依頼すると、結構

来ていただける。 

また、我々の採用の中でやはり課題になっているのは、やりがいがあ

るか、キャリアパスの存在と、全国転勤があることである。私は、司法

試験に合格してこれから裁判官、弁護士、検察官になる人の研修を担当

しており、できれば優秀な人に検事になってもらいたいが、転勤がある

ことがやはり大きい。家裁調査官の転勤の実態を私はよく知らないが、

そこは京都だけでなく裁判所全体で転勤の問題をどう解決するか考えな

いといけないと思う。 

  ○  研究者は個人事業主という面があり、辞令で他県に転勤することは多

分ないと思う。大学生を見ている立場からすると、今の学生はワークラ

イフバランスをとても大事にするので、同じくらいやりたい仕事で全国

転勤がないものがあれば、そちらの方を目指してしまうかなと感じる。

高校や中学校との繋がりというところでいうと、大学も高校とのつなが

りを強めて学生を呼び込もうと高校で講義をしており、私は社会福祉学

が専門なので「福祉学とは何か」とか「ソーシャルワークとは何か」み

たいなことを伝えるのだが、本当に大学の学部選択時から職業選択は始

まっていると思っている。 

  〇  以前、検察官をテーマにしたドラマが放映されたが、ドラマはすごく

影響力が強く、検察官もだが特に検察事務官の志望者の中にドラマを見

て志望したという人があり、十年ほど影響が持続した。私自身の学生時

代の部活動を振り返っても、部活動に関係するドラマが再放送されると
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次の年は部員が増える効果があり、ドラマの効果はすごく大きいと思

う。家裁調査官の仕事は人の人生に深く関わる仕事なので、そういう取

り上げられ方をすると結構感動的なものができたりするのではないか。

私も家裁修習の最初に裁判官から紹介された「家栽の人」を読み、家裁

の仕事というのはこういうものだと理解できたことがある。どうすれば

取り上げてもらえるかは分からないが、ドラマの影響はとても大きいと

思う。 

  〇  近年の学生の動向を就職意識調査で見ていると、楽しく働きたいとい

うのが一番で、二番目にはワークライフバランスがある。加えて、収入

さえあれば良いという意見が六年連続で増加していると言われている。

企業を選択するポイントは安定しているというのが一番で、自分の夢と

か目標、希望よりも安定性を重視するというような堅実な思考が、今の

社会情勢を反映していると思っている。採用広報活動については、そも

そも今の学生も一般の方も、情報収集する方法が対面や紙からデジタル

に大きく移ってきていると思うので、当方でも採用活動はホームペー

ジ、ＳＮＳ、動画、オンラインでの説明会を活用している。学生は募集

要項を見て判断しているわけではなく、ホームページを見てきており、

採用ページも必ず見ている。中には支店を訪れてインタビューをしてい

るほか、当方が常日頃から行っている地域への貢献活動とかＳＮＳに書

き込まれた内容を総合的に事前に調査をしてきているという動きがある

ので、私どもとしてもできるだけ分かりやすく伝える活動が必要ではな

いかと思っている。広告媒体としてはそういうデジタルを活用しなが

ら、エントリーしていただく母集団の形成をしていかなければならない

と認識している。採用の話でいうと、知名度や働き方、育成の仕方、職

場の風土などいろいろな要素が関係していると思うので、人事だけでは
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なく、部門横断的に進める必要があると認識している。 

  〇  教育委員会としては、採用していただく側のこどもの教育と、私ども

自身も教員の採用をやっているという二面がある。やはり早い段階から

のキャリア教育が大事で、教員採用を含めてだが、仕事を知ってもらう

ことを小学校ぐらいからやっていかないといけないという御意見も多く

いただく。その中で、各学校においていわゆる探究学習というこどもた

ちが興味を持ったことに対して深掘りしていく教育を進めるに当たり、

連携してもらえる相手を学校も求めている一方で、いろいろなところか

らバラバラに学校にアプローチをいただくと、どこと連携をして学びや

キャリア教育をするかが別の意味で課題になっており、窓口となる部門

を学校としても設けるのか、あるいは教育委員会として設けるのかで、

その前捌きをしないと本当にいろいろなオファーが学校に集中してしま

うという課題も一方では出ている。 

    教員の採用では、今年の採用試験は２．７倍と倍率が３倍を切ってお

り、教員の質の確保というのは私たちも大きな課題だと思っている。先

ほど出ていたように、例えば、高校段階から教員への意識を高めるよう

な取組をしてみたり、大学生のインターンシップの取組をしている。ま

た、採用年齢については、セカンドキャリアという点にも着目してお

り、今、社会人でも生涯一つの職に就く方だけでなく、転職を考える方

もいるので、社会人の採用にも取り組んでいる。 

こどもたちにも自分の将来を見るというか、様々な職業があることを

しっかりと知ってもらう取組に併せて、最終選択する段階まで情報をで

きるだけ幅広く与えていく、教えていくということも必要かと両面で考

えている。 

  〇  中小企業・小規模事業者の間では、数年前から人手不足の問題が深刻
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化しており、募集しても応募がない、何とか人手を確保したいという声

をたくさん聞いている。では、何か手立てがあるかというと非常に苦労

しており、外国人労働者を採用する方向に進んでいるのが現状である。

一方、私の所属する団体では受験資格要件が必要で、簿記検定２級やＩ

Ｔパスポート試験の合格者、あるいは中小企業診断士や税理士の方と

か、また職務経験がないと受験できないなど、ハードルがとても高く、

採用に窮している。 

    裁判所の資料を拝見すると、インスタグラムからパンフレットまです

べて網羅されている点がすごいと思った。これ以上に何をするのかとい

うところになるが、先ほどから御意見が出ているように、最近の若い方

は部屋にテレビがないとか、新聞を読まないという状況もあるので、や

はりＳＮＳへの集中が重要であると感じている。先日、東京で開催され

た会議に出席した際、我々の組織が実際に何をしているのか事業者に理

解されていないのではないか、もっと広報すべきだとの意見があり、去

年ぐらいからラジオやテレビ、新聞等に広告を出したところ、やはり反

応があり、その効果として職場のミスマッチがなくなってきた。家裁が

どんな仕事をしているのか分かりにくく、届きにくいことがネックであ

り、学生にはその辺が不安要素になっていると思うので、それらの解消

が必要なのではないか。 

  〇  法律以外の心理学部とか社会学部の方が見学に来られるとのことで、

すでに心理学の教室などにもアプローチされているとはうかがっている

が、更にアプローチする場所としては、例えば心理系の学会で、裁判所

の事例をまとめて発表することはプライバシーの問題などで難しいかも

しれないが、学会発表を通じて仕事について知ってもらったり、求人ブ

ースを出したりすることはあり得ると思う。先ほども御意見が出ていた
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が、キャリアパスをどう辿っていくか、転勤はどうか、出産や育児の支

援はどうなのかは皆さん気になるところだと思う。座談会などで発信さ

れているとは思うが、その辺りを強化したり、転勤についても実際に転

勤して良かったところの話もされたりすると、見方が変わってくるのか

なと思う。 

    家庭裁判所、あるいは裁判所全体かもしれないが、当事者と実際に関

わっていく中で安全性の部分、暴力のリスクはないのかとか、その対策

についても事前説明があると安心なのではないかと思っている。 

    先ほどからＳＮＳの重要性について繰り返し意見が出ているが、広報

活動として実施されている座談会をＹｏｕＴｕｂｅチャネルで発信して

いただくと、より広い範囲で発信できると思う。プライバシーの問題な

ど障壁はあると思うが、そういったことも考えられるのではないか。 

  〇  受験者数が減少し、実際何をしているか分かりにくいという点では、

司法書士と家裁調査官は似ている部分がある。司法書士の業界としては

受験者数が十数年前をピークにずっと下がっている状況で、若年者層に

目を向けてもらうために大学で講義をしたり、小学生、保護者向けの教

育講座をするなど、まさに若いうちからである。ＹｏｕＴｕｂｅの配信

もしているが、再生数が伸びないというのが現状である。 

    他の委員の御発言と重なるが、大学生のほか、中学生でもインターン

シップをしており、また、学校側でもインターンシップの受入れ先を探

しているように思う。インターンシップは希望者から個別に連絡しても

なかなか受け入れてもらえないようで、受入れが難しい面があるかもし

れないが、知ってもらうきっかけにはなると思う。あとは大学生には、

具体的、現実的なものを見せることも有効かと思う。 

    また、家裁調査官補の受験資格に３０歳未満とあったと思う。司法書
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士の試験も合格者の平均年齢が結構上がっており、以前は３０歳未満と

いう時期もあったが近年は平均４０歳を超えている。学生や若い頃から

目指すだけではなく、一定社会経験を積んでからこちらの試験を目指す

という方も結構おられ、今日の内容を見ていてもやはりいろいろな人生

経験を踏まえてされるお仕事であると思ったので、ここで話してどうこ

うなるものではないかもしれないが、そういうことも考えられるかとは

思う。 

  〇  試験を受けて職業を選ぶという意味で共通の部分もあるかと思いなが

ら話を聞いていた。就職を考える世代にどうやってアプローチするかと

いう話だと思う。しかも資格試験の世界ということになるので、就職を

考えた人に何となくではなくて、試験を受けて目指そうと思ってもらえ

るところまでどうやって興味を持ってもらうかが非常に悩ましいと思っ

ている。 

    大学での出張講義も、例えばもう少し一歩深める、より実務的、実践

的な講座やゼミといった形で何かできないか、講義をするのであればシ

リーズ化するなど、その仕事の深いところ、実務的なところをもう少し

知ってもらえるような形になると、頑張って試験を受けてみようと思う

人が少しでも増える気がした。自分が大学の頃を振り返ってみると、仕

事をどうやって選ぶかという話になった時、大学のゼミで先輩などから

実務的な深いところの話をいろいろとお聞きして仕事を選ぶというよう

なことをしていた。リクルーターという制度があったところもあるが、

実際に仕事をなさっている先輩からの「こういう仕事だよ。こういうふ

うにして楽しいよ。」という話はＹｏｕＴｕｂｅやＳＮＳでは知れないと

ころであり、それは一番有力な情報になるのではないか。就職を考えて

いる人に先輩として、又は講義としてアプローチすると、自分がその仕



10 
 

事についたときのイメージを持ってもらえて興味を持つ人が増えると思

う。 

 (5) 次回期日及びテーマ 

  次回期日 令和８年１２月１８日（金）午後３時 

  テ ー マ  「改正家族法下での利用者への手続案内等について」 


